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ブログ「今日のたけまさ」日々更新中！ 

たけまさ公一公式ホームページへお越しください 

http://www.takemasa.org 

携帯版のアドレスはこちらです 

http://www.takemasa.org/i 

皆様のご意見・ご要望をお待ちしています 

voice@takemasa.org 
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日中ガス田協議について質疑  (衆議院外務委員会 6月 10日) 

昨年の日中合意から１年が経過しながら、その進展について質っしました。

中曽根外務大臣からは「6 月 7 日の日中外相会談において東シナ海資源開

発は昨年の日中合意から一年経過してもなんら進展していない」との答弁。

また、外相からは｢東シナ海における日中協力に関する昨年 6 月の合意は

日中双方にとって利益のある、いわゆる戦略的互恵関係の構築が大きな成

果であり、その合意を実施に移す為の国際約束の締結交渉を早期に開始す

ることが重要｣との答弁を引き出しました。私からは、日中間の海洋境界画

定協議をはじめとして、今の日中双方の見解が異なる共同開発の件等、日

本側の主張をきちっと主張すべき、と強く求めました。 

尖閣諸島上陸調査について   (衆議院外務委員会 6月 12日) 

石垣市長からの｢石垣市による尖閣諸島への上陸実地調査について｣の

要望に対し政府部内の検討状況について質しました。松本官房副長官から

は石垣市長に対し口頭で｢適切に対応されるよう望む｣と回答したとのこと。

これに対し私は｢文書には文書で回答すべき｣と要望。また石垣市の尖閣諸

島への地方税法四百八条に基づく固定資産税課税のための上陸実地調査

の必要性について、倉田総務副大臣に質問したところ｢固定資産税評価は

類似例から評価可能｣であり、上陸、実地調査など特段の調査をすべき必要

性は認識していない、とのこと。 

更に尖閣諸島に生息するセンカクモグラ、センカクツツジなどの希少な動

植物が、増えすぎたヤギにより絶滅の危機に瀕している現状に対し｢早急な

ヤギの駆除が必要｣との日本哺乳類学会からの要望に対し、古川環境政務

官からは「ヤギの駆除の優先度は高くない」と 300 頭以上とされるヤギの駆

除の必要性を否定。このようにわが国固有の領土である尖閣諸島に対し、

法律の履行などが当然行われるべきところにも関わらず、政府の後ろ向き

の対応は極めて遺憾。 
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北朝鮮核開発への対応 （衆議院外務委員会 6月 17,19,24日他） 

4月のテポドン2号発射、5月末の核実験に対しての北朝鮮に対する国連決

議の履行を政府に求めました。特に、金融制裁の有効性を指摘。一方、沖縄

返還の密約で「核が持ち込まれても事前協議の対象外」という証言が外務事

務次官から相次ぎました。このことは、2 年前の日米合意文書(外務、防衛の

両国閣僚が交わす)に「核の傘を含む拡大抑止にコミットメント」という文言が

初めて記載されたことと関係します。「北朝鮮を核保有国として認めてはなら

ない」ことは同意見としながら、米国による核拡大抑止の実態を把握する為に

も沖縄密約に関する外交文書の開示を求めました。実態を把握しなければ日

本の防衛としての対応策を見誤るからです。また、世界各地で締結された非

核地帯条約を取り上げました。そこには、核保有国が「核使用と威嚇」をしない

ことを約束した議定書があり、批准が進んでいます。いずれにしても唯一の被

爆国である日本が「核廃絶を掲げながら核抑止力を求めていく」整合性を踏ま

えていかなければならないことを考え、私からは「東北アジアの非核兵器地帯

化」の可能性も選択肢として指摘しました。 

 

三神 尊志（市議・見沼区） 

昭和５５年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

 

神崎 功（市議・緑区） 

昭和３０年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団団長 

 

原田 健太（市議・浦和区） 

昭和４２年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

 

高野 秀樹（市議・岩槻区） 

昭和３５年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

 

浅野目 義英（県議・浦和区） 

昭和３３年生まれ   

民主党・無所属の会 

民主党 埼玉県第 1 区選出地方議員
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上記イベントについてのお問い合わせ、申し込みは・・・ 

TEL 048-832-3810  FAX 048-832-3846 

E-mail： voice@takemasa.org  ・・・までお願いいたします。 

 

衆議院議員たけまさ公一 ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 
●.昭和３６年(１９６１年)生まれ。 ●さいたま市立木崎小、木崎中、県立浦和高校、慶応義

塾大学法学部政治学科卒業。平成元年、松下政経塾卒業。 ●平成１１年４月、埼玉県議会

議員２期目当選。 ●平成１７年９月、衆議院議員３期目当選。 ●民主党 NC(=次の内閣)

外務（副大臣）担当、決算・行政監視調査会会長。民主党埼玉県連幹事長。衆議院外務委員

会理事、海賊対処・テロ特別委員会委員。 

たけまさ公一事務所・所在地 

■浦和事務所 さいたま市浦和区北浦和3-6-11 松本ビル 2階 TEL:048-832-3810 FAX:048-832-3846 

■岩槻事務所 さいたま市岩槻区本町5‒5-12                             TEL:048-749-6801 FAX:048-749-6802 
■国会事務所 千代田区永田町 2-1-2 第 2議員会館 312 TEL:03-3508-7062 FAX:03-3519-7715 

決着の夏！2009 

歴史の 1ページに名を刻もう！ 

インターン大募集 

政権交代の歴史的選挙を直に感じ

るチャンスです。この夏の選挙を手

伝える若い力、大募集！ 

(自薦・他薦・ご紹介お願いします) 

 

 

 

 

後援会・都市政策共催 

◆日 時 : ９月１６日(水) 

◆ 会 場 : 大宮国際カントリー 

さいたま市西区宝来９１０ 

        ＴＥＬ ０４８－６２４－５７７０ 

◆ 会 費 : ５、０００円 
      (パーティー費・賞品代含む) 
＊プレー代 11,500円(昼食代含む) 

＊乗用カート利用は事前申込み願います。 

衆 議 院 議 員 

 
この国のかじ取りを変え、より良い日本を築く為に 

皆様のお力をお貸し下さい。 

□ 事務作業などのボランティア  

□ ポスターの掲示(ご自宅の外壁、お知り合いのご紹介) 

□ ミニ集会の開催、参加  □ ポスティングのお手伝い 

□ 『がんばれ基金』(月１口５００円から)へのご協力    など 

*たけまさ公一本人を身近に感じていただくチャンスです。 

       

 


